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　日本のインターネット利用者が 1 億人弱といわれ、ほとんど誰もがなんらかの形
でインターネットを利用しています。しかも、その大半が Web に関わる利用です
から、Web ページを提供している Web サーバーは、実は私たちにとって、とても
身近な存在なのです。
　Apache HTTP サーバー（以降 Apache）は 15 年以上もの間、世界で最も使われ
続けられている Web サーバーのソフトウェアです。インターネット上の 6 割前後
のシェアを占めているという統計結果があります。つまり、世界中にある Web ペ
ージの数多くが Apache によって提供されているということになります。
　Apache は機能が豊富な上に、柔軟に機能拡張もできます。1995 年 3 月 18 日に公
開された Apache 0.2 は、もともと NCSA の Web サーバーのパッチ（修正モジュー
ル）という位置づけでリリースされました。それが、時間の経過とともに改良され、
新機能の追加と問題の修正だけではなく、さまざまな OS で利用できるようになり
ました。Apache は「A patch」（パッチを当てた）という生い立ちと、アメリカの
先住民族の部族である Apache 族から名付けられたといわれています。
　Apache のさらなる特徴は、UNIX 系 OS や Windows の複数の OS で動作すると
いうことと、ソースが公開されているオープンソースソフトウェアかつフリーソフ
トウェアとして提供されていることです。それに加えて、柔軟に新しい機能を追加
して利用できるという、今も引き継がれている当初の思想が、Apache が多くの人
に受け入れられている理由でしょう。
　本書は、この Apache を使って Web サーバーを構築し、設定を行なって、
Apache のさまざまな機能を活用することを目的としてます。Web サーバーは難し
そう、Apache は難しそうというイメージがあるかもしれません。しかし、本書は、
よくあるリファレンス形式の書籍ではなく、一歩ずつ Apache への理解を深められ
るような作りになっていますので、より多くの方が Apache を利用するきっかけと
なれば幸いです。
　最後に、Apache プロジェクトの開発者とプロジェクトを支えている方々、オー
プンソース文化と UNIX 文化を支えている方々、そしてインプレスジャパンの出町
さんと永山さん、編集者の高橋さんに感謝いたします。

2012 年 12 月吉日 著者を代表して

辻　秀典

まえがき



　本書は Apache HTTP サーバー（Apache）を使って、Web のサーバーを構築し、
さまざまな設定によって動作を変更する方法を解説しています。
　Web サーバーに必要な基礎知識やインストール方法、基本設定、起動と終了、コ
ンテンツを見せるための設定、ユーザーごとのディレクトリを作って公開する方法、
仮想ホストにより複数のサーバーに見せる方法、アクセス元やパスワードでアクセ
スを制限する方法、言語の自動切り替えや HTTP のリダイレクト、CGI のしくみと
使い方、SSI の使い方、モジュールによって Apache を拡張する方法、SSL で安全
に通信する方法、ログをチェックしカスタマイズしてアクセス状況を的確に把握す
る方法、サーバーの状態を把握して安定して運用する方法などを説明しています。
設定方法を学ぶ中で、TCP/IP や HTTP による通信のしくみも理解できる構成にな
っています。
　本書では Linux などのサーバー OS について、Apache の操作に必要な範囲で解
説しています。ただし、インストールや基本操作、サーバー自身のインターネット
への公開方法などについては割愛しています。サーバー OS の基本操作については

『できる PRO CentOS サーバー』などの入門書を読んでから本書に進むことをおす
すめします。

本書の前提条件
　本書ではルーターによって LAN が構成され、インターネットに接続されている
ことを前提にしています。インターネットに接続していない場合でも Apache をテ
ストすることはできますが、Web サーバーを公開することはできません。また、ソ
フトウェアをダウンロードするにはインターネットに接続しているか、インターネ
ットに接続したマシンからファイルを転送する必要があります。
　本書では、Linux ディストリビューションの CentOS でパッケージとして用意さ
れている Apache を使う場合を中心に、Ubuntu や Windows、OS X（Mac）の場合
も併記して説明しています。環境によって操作や設定が異なる部分がありますが、
補足説明を付けましたので、読み替えて利用してください。
　また、レンタルサーバーの Apache を設定する場合は、そのシステムごとに、基
本設定やユーザーの設定できる範囲が異なります。各レンタルサーバーの仕様に合
わせて利用してください。

本書の読み方



コマンドの表記
　本書では、コマンドラインでの操作方法を次のように表現しています。

ご質問をお送りいただく前に
　本書の内容についてご質問をお送りいただく前に、弊社の書籍紹介ページhttp://
www.impressjapan.jp/books/3339からたどれる「正誤表」をご確認ください。これ
までに判明した正誤があれば、この書籍紹介ページに「ダウンロード・お詫びと訂正」
ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、正誤表が表示されます。

本書の内容に関するご質問方法と免責事項
　ご質問は返信用切手を同封した封書もしくはメールにてお受けいたします（電話、
FAX でのご質問には対応しておりません）。本文に、書籍名、ご質問のページ番号、
ご質問内容、パソコンのメーカー名および機種名、増設した周辺機器、ネットワー
ク環境をできる限り詳細にお書きの上、お送りください。
　ただし、お客様固有の環境に依存するご質問や現象が確認できない場合、インタ
ーネット上に公開されていた情報が更新されていて代わりとなる情報が見当たらな
い場合など、確実な解決方法をご提示できないことがあります。また、回答作成の
ための調査に時間がかかることもあり、回答期限のお約束はできません。本書の内
容およびご質問の回答は、お客様の問題解決を保証するものではないことを、あら
かじめご了承ください。

●封書でのご質問の場合
　〒 102-0075
　東京都千代田区三番町20番地
　株式会社インプレスジャパン できるシリーズ編集部
　「できるPRO Apache Webサーバー 改訂版 Version 2.4/2.2/2.0対応」質問係

●メールでのご質問の場合
　宛先：info@dekiru.impress.co.jp
　件名：「できるPRO Apache Webサーバー 改訂版 Version 2.4/2.2/2.0対応」の質問

[root@server ~]# cd /usr/local
[root@server local]# cd /z
[root@server /]# 

操作の履歴はグレーで表現しています。
直前の操作の確認にお使いください。

入力しなければならないコマ
ンドは太字で表現しています。

コマンドの最後にzが表示され
ているときは、コマンドの入力後
にvキーを押してください。

コマンドプロンプトから記述してい
ます。カレントディレクトリの確認
やユーザーの確認にお使いください。
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第1章
ApacheとWebを

知ろう

　「Apache HTTPサーバー」は世界で最も使われているWebサー
バーのソフトウェアです。この章では、Apache HTTPサーバー
をインストールする前に知っておきたいWebサーバーのはたらき
をはじめ、URLの意味やインターネットにおけるアドレスの扱い
など、Webサーバーを設定する上で必要となる基礎的な知識を整
理します。
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Apache HTTPサーバー

　Apache HTTPサーバーは世界で最も使われ
ているWebサーバーのソフトウェアで、インタ
ーネット上の6割前後を占めているという統計結
果があります。つまり、世界中にあるWebペー
ジの数多くがApache HTTPサーバーによって
提供されているということになります。

　1995年に開発が始まったApacheは、UNIX
系OSやWindowsという複数のOSで動作すると
いうことと、ソースが公開されているオープン
ソースソフトウェアかつフリーソフトウェアと
して提供されていることが特徴です。最近は主
に、バージョン2.2系と2.4系が使われます。

Apache ってなに？1-1
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一番使われているWebサーバー

Apache HTTPサーバーは世界で一番使われているWebサーバーのソフトウェアで
す。Netcraft社（http://www.netcraft.com/）の「Web Server Survey」という統計
によれば、インターネット上の6割前後のWebサーバーがApacheを使用している、と
いう統計結果が公表されています。その割合は年と共に変化していますが、Apacheは
10年以上も、おおむね6割前後のシェアを維持してきました。

現在、Apacheプロジェクトには、Webサーバーだけでなく、さまざまなソフトウェ
アの開発プロジェクトがあります。そのため、特にWebサーバーのことをApache 
HTTPサーバーと表記しています。なお、本書ではApache HTTPサーバーのことを
Apacheと表記しています。

◆Apache HTTP Server project
http://httpd.apache.org/
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バージョン2.0、2.2、2.4の違い

Apacheは1995年に開発が始まり、1995年3月18日にバージョン0.2が初めて公開され
ました。その後、同年11月に1.0.0がリリースされてから、広く使われるようになりました。

また、2002年4月5日に2.0.35が正式にリリースされて以来、バージョン1系と2系の併
存が長く続きました。Apacheでは主たる2つのバージョンを併存させることで、安定
性重視と新機能重視、それぞれの要望に対応してきました。2000年代からApacheで
Webサーバーを運用してきたサイトなどでは、互換性や、それまでのノウハウの継承
などの理由により、1.3系が使われてきました。ただし、バージョン1.3系は2010年1月
の1.3.42のリリースを最後にサポートが終了しているため、バージョンアップが推奨さ
れています。

バージョン2系でも、これまで2.0系と2.2系の2つのバージョンが主に使われてきまし
た。その後、2012年2月21日に2.4.1がリリースされたことにより、2.2系と2.4系の2つのバー
ジョンの体制に移行しました。これにより2.0系は最低限のサポートとなったため、2.2
系もしくは2.4系に移行することが推奨されています。

併存するバージョンのどちらを選択するかについては、どちらがよい、悪い、とい
うわけではなく、状況に応じて使い分けることになります。

Apache 2.4 ●正式リリースのバージョン 2.4.1 が 2012 年 2 月 21 日にリリースされた
●複数の MPM（Multi Processing Module）を動的に読み込み可能になった
●より一層のパフォーマンスの改善が行なわれた

Apache 2.2 ●正式リリースのバージョン 2.2.0 が 2005 年 12 月 1 日にリリースされた
●認証や承認のためのモジュールが見直され、機能ごとにモジュールを分割するなど

の変更が行なわれた
●メモリキャッシュやディスクキャッシュなど、動的キャッシュ機能が強化された

Apache 2.0 ●正式リリースのバージョン 2.0.35 が 2002 年 4 月 5 日にリリースされた
●基本部分をモジュール化する MPM が導入された。これにより Apache 本体も詳細

にモジュール化され、効率的な動作が可能となった
● POSIX スレッドに対応し、マルチプロセス、マルチスレッドで複数のモジュール

を実行できるようになった
● SSL に標準で対応した
● Apache 2.4 系のリリースにより、2.2 系もしくは 2.4 系へのアップグレードが

推奨されている
Apache 1.3 ●最初のバージョン 1.3.0 が 1998 年 7 月 6 日にリリースされた

● 2010 年 2 月 3 日に公開されたバージョン 1.3.42 が 1.3 系の最後のリリースと
なった

●セキュリティ対応やバグ修正を期待したいのであれば、2.2 系もしくは 2.4 系への
アップグレードが推奨されている
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URLの意味

　URLはWebページのアドレスとして使われて
いますが、実はひとつの情報ではなく、複数の
情報を指定しています。Webサーバーのアドレ
スだけでなく、通信の方式、Webサーバー上か
ら取得するファイルなどの情報が含まれます。
　URLで指定されている意味を解釈してWebサ

ーバーにアクセスし、Webページを表示するの
はWebブラウザの役目です。Webブラウザは
URLを分解し、そこで指定されている複数の処
理を行なっています。Webブラウザでアクセス
するといっても、それだけのことが行なわれて
いるのです。

URLは何を表しているの？1-2

URLは複数の指定の集合体

URLはWebページのアドレスとして使われていますが、ひとつの情報を表すアドレ
スではなく、複数の情報を指定するようになっています。

最初の「http」部分がプロトコル（通信の方式）体系を指し示す部分で「スキーム名」
といいます。ここが「http」の場合にはWebページへのアクセスを指し示しています。
ホスト名はサーバーのインターネット上のアドレスを指定するものです。それに続く
ポートは、サーバー上で提供されている機能へのアクセス番号です。Webページの場
合は80番を使用することになっています。スキーム名がhttpのときは「:80」を省略し
ても80番ポートへのアクセスとして処理されます。逆に80番以外を意図的に指定する
場合に使うものと思ったほうがいいでしょう。それ以降の部分が、Webサーバー上の
どのファイルにアクセスをするかを指定したパス名になります。

URLで使える文字は半角英数字です。ただし、URLに含まれている「:」「/」のほかに「;」
「?」「@」「=」「&」「#」は特別な意味を持つ文字として解釈されますので、URL上の
好きな位置に使えるわけではありません。例えば「#」はページ内リンクとしてURLの
パス内で使われます。

ここではURLの概要を説明しましたが、URLの定義はインターネットの標準化文書
RFCの1738番（http://www.ietf.org/rfc/rfc1738.txt）に記載されています。

プロトコル ホスト名 ポート パス名

http://www.dekiru.jp:80/about/index.html
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WebブラウザはURLを分解してアクセスする

「http」から始まるURLはWebページのアドレスを示しますが、そこで指定されてい
る意味を解釈してWebサーバーにアクセスし、Webページを表示しているのはWebブ
ラウザです。

WebブラウザはURLの定義にしたがってURLを分解し、そこで指定されている複数
の処理を行なっています。「http://」と指定することでHTTPプロトコルで通信します。
サーバー名を示すホスト名は、Webブラウザが動作しているOSを介してDNSサーバー
に問い合わせをしてIPアドレスに変換し、そのIPアドレスの指定されたポート番号に
httpプロトコルにて通信を行ないます。そこでWebサーバーにパスで指定された情報
を送信するように要求して、その結果を解釈して表示する、といった一連の動作を行
なっています。

Webブラウザ DNSサーバー

❶www.dekiru.jp

❷210.173.173.19

Webサーバー
www.dekiru.jp

❸210.173.173.19の
80番ポートへ通信

通信内容は「/about/index.htmlの
内容を送れ」
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名前解決

　インターネット上にはIPアドレスのほかにホ
スト名というアドレスがあります。
　ホスト名もIPアドレスもインターネット上の
場所を指し示すものですが、通信を行なうとき
に使われるのはIPアドレスのほうです。しかし、
IPアドレスは数字の羅列でしかありませんから、

IPアドレスとは別にホスト名という名前を持つ
ことで、アドレスを分かりやすく表現します。
　ホスト名でアドレスを指定しても、実際の通
信ではホスト名はIPアドレスに変換されていま
す。そのために、いつでもホスト名とIPアドレ
スを変換できるDNSというしくみがあります。

ホスト名ってなに？1-3

ホスト名とドメイン名

ネットワーク内にあるコンピュータや機器の所属を表すのがドメイン名です。そし
て、そのドメインのコンピュータなどに名前を与えるのがホスト名です。ホスト名は、
FQDN（Fully Qualified Domain Name）とも呼ばれます。厳密にはFQDNのドメイン
名の部分をドメイン部、コンピュータ名の部分をホスト部といいます。例えば「www.
impress.co.jp」の場合、ドメイン名（ドメイン部）が「impress.co.jp」、コンピュータ名（ホ
スト部）が「www」です。

なお、Webサイトのホスト部が「www」なのは慣例で、Webサイトであることを人
間に分かってもらうためでしかありません。ほかの名前でも問題はありません。

www . impress . co . jp
FQDN

ホスト部 ドメイン部
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PC01	 	 192.168.1.11
PC02	 	 192.168.1.12

ホスト名とIPアドレス

ホスト名もIPアドレスもインターネット上の場所を指し示すものですが、通信を行な
うときに使われるのはIPアドレスです。しかし、IPアドレスは数字の羅列でしかなく、
それ自体に分かりやすい意味を持たせることは難しいため、IPアドレスとは別に、ホ
スト名という名前を持たせることで、アドレスを分かりやすく表現します。

実際に通信を行なうときには、アドレスをホスト名で指定しても、これを内部でIP
アドレスに変換して、IPアドレスを使って通信します。ホスト名とIPアドレスを対応
付けるための方法は、いくつかあります。

一番シンプルな対応付けは、ホスト名とIPアドレスの対応をファイルに記載する方
法です。これをhostsファイルといい、１行単位でホスト名とIPアドレスの対応を記述
します。hostsファイルはWindowsでもUNIX系OSでも使われます。

◆hostsファイル

・・・・・

・・・・・

DNSで名前解決する

hostsファイルはシンプルですが、そこで定義されている情報をマシン間で共有する
のは大変です。そこで、インターネットにはDNSというしくみがあります。

DNSの役割はホスト名とIPアドレスを関連付けてくれるデータベースです。ネット
ワーク経由で、ホスト名とIPアドレスのどちらかを問い合わせたとき、対応するもう
一方を教えてくれます。

ホスト名をIPアドレスに変換することを「名前解決」と呼びます。また、DNSに問
い合わせることを「DNSを引く」と呼びます。名前解決にあたるホスト名からIPアド
レスへの問い合わせを「正引き」、その逆のIPアドレスからホスト名を問い合わせるこ
とを「逆引き」と呼びます。

❶www.dekiru.jpの
IPアドレスを尋ねる

❷192.168.1.101
を返す

❸アクセスする

◆DNSサーバー
Webサーバー
www.dekiru.jp　
192.168.1.101

アクセスする
パソコン
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DNSは階層構造で世界をカバーする

ホスト名とIPアドレスの変換は、それぞれの変換に対応する表をDNSサーバーが持
つことで行なわれます。ただし、インターネットの世界は広大ですので、すべてのホ
スト名とIPアドレスの対応表を１か所で管理することは大変です。さらに、ホスト名
とIPアドレスの対応は、いたるところで頻繁に更新されるものなので、これも１か所

ドメイン内のDNS
サーバー

ルートサーバー

jpのDNSサーバー

Webサーバー
www.impress.co.jp

impress.co.jpの
DNSサーバー

❶ ❽

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❾

アクセスする
パソコン

DNSのしくみ

　いつでもホスト名とIPアドレスを変換できる
しくみがDNSであることを、レッスン1-3で説
明しました。DNSはホスト名とIPアドレスを関
連付けるデータベースですが、インターネット
は世界中に広がる巨大なネットワークですので、
それを1か所で管理するのは、ほぼ不可能です。

そこで実際には、それぞれのドメインを管理す
るDNSサーバーどうしが協調しあって動作する
しくみになっています。
　また、IPアドレスを固定的に使っていないイ
ンターネット環境でも名前解決ができる、ダイ
ナミックDNSというしくみもあります。

DNS ってなに？1-4
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www.dekiru.jp	 210.173.173.19

ですべてを管理するのはとても無理な話です。実際には、各ドメインのDNSサーバーが、
自分の管理するドメインのホスト名とIPアドレスの対応表を持っており、それらが階
層構造をもって、互いに情報を交換し合うことで名前解決を行なっています。

例えば、www.impress.co.jpにアクセスするとき、www.impress.co.jpのIPアドレス
を問い合わせるために、「impress.co.jp」というドメインのDNSサーバーのIPアドレス
を、「.jp」を管理するDNSサーバーに問い合わせます。これを行なうためには、まず最
初に、DNSのルートサーバーといわれるDNSサーバーに「.jp」のDNSサーバーのIPア
ドレスを問い合わせます。このように階層化することで、DNSの分散管理を実現して
います。

ダイナミックDNS

通常のインターネット接続環境では、インターネット接続に利用するIPアドレスが
変化する、ダイミックIPが基本です。

ダイナミックIPの問題点は、IPアドレスが変化するために相手を特定できないこと
です。しかし、変化するIPアドレスを特定のホスト名と結びつけて管理できれば、IP
アドレスが変化しても相手を特定できるようになります。

これをできるようにするのが「ダイナミックDNS」というサービスです。ダイナミッ
クDNSに登録したホスト名と変化するIPアドレスの同期を取ることで、ホスト名で相
手を特定できるようにします。ダイナミックDNSを利用すれば、ダイナミックIP環境
でもサーバーを公開できます。

◆ダイナミックDNSサーバー

Webサーバー
210.173.173.19

Webサーバーが自分
のアドレスを登録

❶www.dekiru.jpの
IPアドレスを尋ねる

❷210.173.173.19
を返す

❸アクセスする

アクセスする
パソコン
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LANはネットワークの最小単位

ネットワークとは、コンピュータや、プリンタ等の機器を接続して、情報の共有や
管理を行なうためのものです。ひとことにネットワークといってもいろいろな意味を
持ちますが、特定の範囲で機器を接続して形作るネットワークのことをLAN（Local 
Area Network）といいます。LANは、構築や管理の際の単位となる基本的なネットワー
クのことを指します。

LANは限定された範囲で構成されるネットワークの最小単位ですが、自分が接続し
ているLANからインターネットを利用できるかどうかは、そのLANがインターネット
に接続（参加）しているかどうかによります。

インターネットはネットワークの集合体

LANという特定の範囲のネットワークを組み合わせることで、より大きなネットワー
クを作ることもできます。そのようにして、数多くのネットワークを一定の決まりのも
とで接続し、世界規模でひとつの巨大なネットワークを構成しているのが、インター
ネットと呼ばれるネットワークです。LANをインターネットに接続すると、そのLAN
はインターネットを形作る一部になります。

インターネットとLAN

　ネットワークを使えば、機器間で情報の共有
や管理ができます。自分が構成もしくは参加し
ている特定の範囲で構成される最小単位のネット
ワークのことを、LAN（Local Area Network）
といいます。
　この最小単位のネットワークを組み合わせて

いくことで、より広い範囲でネットワークを利
用できます。インターネットでは、TCP/IPとい
う決まりのもとに、無数のネットワークが組み
合わさることで、世界レベルのネットワークを
構成しています。このときに重要になるしくみ
が、ルーティングです。

ネットワークのしくみを知ろう1-5
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直接通信できるのはセグメントの中だけ

IPアドレスのネットワークは、複数の連続するIPアドレスをまとめてひとつのネット
ワークとして管理します。これをセグメントと呼びます。セグメントはTCP/IPネット
ワークの基本単位になります。セグメントどうしを結びつけて、より広い範囲で情報
交換を行なうには、セグメント間の中継点となるポイントで情報をリレーすることで、
異なるセグメントに情報を伝達させます。中継点となるポイントで通信を中継するこ
とをルーティングと呼び、これを行なう機器をルーターと呼びます。

インターネットの特徴は、世界中に数多くあるセグメント単位の小さなネットワー
クが集まり、ルーティングによってどこにでもアクセス可能なネットワークを構成して
いることです。このように、ルーティングは、インターネットにおける非常に重要な機
能のひとつです。

同じセグメント
なら通信できる

違うセグメントでは
直接通信できない

ルーターなどが
セグメントの間
を中継する

◆192.168.0.〜
のセグメント

◆219.166.227.〜
のセグメント

次のページに続く
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インターネット
上のサーバー

NATでLANとインターネットを中継

インターネットに接続せず、プライベートアドレスを使って構築されるネットワー
ク（LAN）のことを、「イントラネット」と呼びます。しかし、プライベートアドレ
スが割り当てられたパソコンなどから、インターネットにアクセスできている場合も
多いでしょう。それを実現しているひとつの方法として「NAT」（Network Address 
Translation）というしくみが使われています。

インターネットで通信を行なうためには必ずグローバルアドレスが必要になります。
NATを使うと、プライベートアドレスからのアクセスを、代表となるグローバルアド
レスからのものに変換してアクセスします。NATを使ってインターネットにアクセス
する場合には必ず、NATの機能を持った機器（ルーターなど）はイントラネット用の
プライベートアドレスとグローバルアドレスの両方が割り当てられています。

NATのもうひとつのメリットは、LANの中をインターネットから隠すことができ
る点です。アクセスするときにプライベートアドレスはすべて代表のアドレスに変換
されますので、インターネット側からはLANの中を知ることはできません。あくまで
LANからのアクセスの応答のみが、NATを経由してLAN内の元のアドレスに戻るこ
とができます。

LAN上のクライアント
192.168.1.11 ◆ルーター

プライベートIPアドレス
192.168.1.11への通
信に変換

グローバルIPアドレス
219.166.227.154
からの通信に変換

ルーターのプライ
ベートIPアドレス
192.168.1.1

ルーターのグローバル
IPアドレス
219.166.227.154

イントラネット インターネット
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ルーターがつながって世界をカバー

セグメント間の中継点となるポイントで通信を中継することを、ルーティングと呼
ぶと説明しました。ルーティング（routing）とは、道を作るという意味です。これは、
インターネット上で自分の位置から目的地に到達するための道を作るということです。

インターネットはネットワークが蜘蛛の巣のような形でつながっています。ですか
ら目的地に直接つながっているとは限りません。そのため、自分がつながっているネッ
トワークに対して、目的地の書かれた情報を渡します。受け渡されたネットワークは、
同様に情報の目的地を見て、自分がつながっている別のネットワークに情報を渡しま
す。このようなバケツリレーを繰り返すことで情報が目的地に到達します。ルーティ
ングとは、目的地を見て適切なネットワークを通じて情報を送り届けることをいいま
す。ルーティングのおかげで、インターネットは柔軟に世界中で通信ができるわけです。

ユーザー 1の
ルーター

インターネットに
接続するパソコン

プロバイダの
ルーター

ユーザー 2の
ルーター



IPアドレス

　ネットワークの通信では、どこからどこへ、
という互いの場所を示すアドレスがあってはじ
めて通信が成り立ちます。その実際の通信で使
われるアドレスがIPアドレスです。インターネッ
トを利用する機器には、自分という存在を特定
してもらうために、必ずIPアドレスが必要です。

　I Pアドレスには、従来より広く使われている
IPv4と、IPv4アドレスの枯渇に対応したIPv6の
2種類があります。現在のところ、インターネット
で一般的に扱われているのはIPv4です。そのた
め、本書でIPアドレスといえば、特に断りのない
限り、IPv4であると思って読み進めてください。

サーバーとどう通信するの？1-6
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2種類のIPアドレス

よく目にするIPアドレスは、0 ～ 255の4つの数字の組を「.」で区切って表現され
「0.0.0.0」に始まり「255.255.255.255」に終わる、4,294,967,296個（約43億個）のアドレ
スです。従来より使われているこのアドレス体系を、IPv4（IP version 4）といいます。

IPv4のアドレスは全部で約43億個とはいえ、全部使えるわけではありません。また、
世界中にインターネットが普及した現在では、アドレスが全然足りていません。その
ため、レッスン1-5で解説したNAT等の技術を駆使して対処しています。

このIPv4の枯渇問題を解決する新しいアドレス体系として、IPv6（IP version 6）が
あります。IPv6では、IPv4の約43億の4乗分という、想像できないほど膨大なアドレス
が使えるようになります。しかし、すべての機器をIPv6に対応しなければ利用できな
いため、簡単には移行できず、今のところ限られた範囲での利用にとどめられています。

長所 短所
IPv4 今現在、どのネットワークでも利用

されている
アドレスが足りないため、NAT などを
組み合わせて利用する必要がある

IPv6 アドレスが膨大なため、気軽にアド
レスを割り当て利用できる

今のところ、限られたネットワークや
サービスでしか利用できない


